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 平成 30 年度、宮崎県における高校卒業時の大学等進学率は、69.3%（男子：61.7%、女子 77.1%）
と報告されている [1]。そのうち、短期大学への進学率は、12.3%（男子：1.6%、女子：20.8%）
であり、短期大学への進学者のうち、女子生徒の割合は 94.1％である。 
 宮崎県内には 2 つの短期大学があり、うち 1 つの短期大学には商業・経済学を主とする学科が
設置されている（以下、M 短大学科とする）。M 短大学科では、およそ 90.0%の学生が県内高校
出身の学生である。同県立高校生徒募集定員（全日制）7,600 人に占める割合は、普通科 48.9%、





                                                   


















 調査対象学生ならびに質問紙による調査の実施時期は、以下のとおりである。  
  ・対象学科：M 短大学科 1 年 
  ・対象学生：学生 38 名（男子学生 3 名、女子学生 35 名） 



















 本調査における質問紙回収率は 100％であり、すべて欠損のないデータであった。  
はじめに、項目分類「学生の出身学科など」の分析結果について、表 2 に示す。本表より、普
通科：専門学科：総合学科 ＝ 4：6：0 であることがわかる。このことからも、M 短大学科にお 
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① パ ソ コ ン や 情 報 処 理 関 連 の 検 定 （ 資 格 ） 試 験 を 受 験 し た こ と が あ り ま す か 。  
1 .  は い  2 .  い い え  
 
② 自 宅 で デ ス ク ト ッ プ パ ソ コ ン ま た は ノ ー ト パ ソ コ ン を 所 有 し て い ま す か 。  
 1 .  所 有 し て い な い  
 2 .  短 期 大 学 入 学 が 決 ま り 購 入 し た  
 3 .  高 校 の 時 か ら 所 有 し て い る  
 4 .  中 学 校 以 前 の 時 か ら 所 有 し て い る  
 
③ 週 平 均 で ど の く ら い の 時 間 を パ ソ コ ン の 使 用 に 当 て て い ま す か 。  
 1 .  全 く 使 用 し て い な い 、 ま た は 、 ほ と ん ど 使 用 し て い な い  
 2 .  3  時 間 未 満  
 3 .  3  ～  5  時 間  
 4 .  5  時 間 以 上  
 
④ パ ソ コ ン の 主 な 使 用 目 的 に つ い て 教 え て く だ さ い （ 複 数 回 答 可 ）。  
  1 .  ホ ー ム ペ ー ジ 閲 覧  
  2 .  メ ー ル の 送 受 信  
  3 .  Y o u T u b e  等 の 動 画 視 聴 ・ 閲 覧   
  4 .  ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ン グ  
  5 .  文 書 作 成 や デ ー タ の 集 計 ・ 処 理  
  6 .  D V D・ C D  等 の 再 生   
  7 .  ビ デ オ や 画 像 等 の 編 集 ・ 作 成  
  8 .  L I N E  等 の S N S  の 使 用  
  9 .  創 作 活 動 （ 音 楽 ・ イ ラ ス ト 等 ）  
 1 0 .  ゲ ー ム  
 1 1 .  勉 強 ・ 学 習 の 補 助  
 1 2 .  全 く 使 用 し て い な い  
 1 3 .  そ の 他 （                          ）  
 
⑤ パ ソ コ ン キ ー ボ ー ド の キ ー の 配 置 に つ い て ， ど の 程 度 知 っ て い ま す か 。  
 1 .  と て も よ く 分 か る  
 2 .  あ る 程 度 分 か る  
 3 .  ど ち ら と も い え な い  
 4 .  あ ま り 分 か ら な い  
 5 .  全 く 分 か ら な い  
⑥ パ ソ コ ン の キ ー ボ ー ド に よ る タ イ ピ ン グ （ 入 力 ・ 打 鍵 能 力 ） は ど の 程 度 で き ま す か 。  
 1 .  キ ー ボ ー ド を 見 な い で 両 手 で 入 力 で き る  
 2 .  キ ー ボ ー ド を 見 な が ら 両 手 で 入 力 で き る  
 3 .  キ ー ボ ー ド を 見 な が ら 両 手 の 数 本 の 指 を 使 用 し て 入 力 で き る  
 4 .  キ ー ボ ー ド を 見 な が ら 片 手 の 数 本 の 指 を 使 用 し て 入 力 で き る  
 5 .  キ ー ボ ー ド を 見 な が ら 片 手 の 人 差 し 指 だ け を 使 用 す る  
 6 .  全 く 出 来 な い  
 
⑦ パ ソ コ ン の 文 書 作 成 ソ フ ト ウ ェ ア （ ワ ー ド 等 ） に 初 め て 触 れ た 時 期 に つ い て 教 え て く だ
さ い 。  
 1 .  高 校 の 授 業  
 2 .  中 学 校 の 授 業 （ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 な ど ）  
 3 .  中 学 校 以 前 の 授 業 （ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 な ど ）  
 4 .  使 用 し た こ と が な い  
 5 .  高 校 卒 業 後  
 6 .  学 校 以 外 の パ ソ コ ン 教 室 等  
 7 .  家 族 の 人 に 教 え て も ら っ た  
 8 .  そ の 他 （                          ）   
⑧ パ ソ コ ン の 文 書 作 成 ソ フ ト ウ ェ ア （ ワ ー ド 等 ） の 使 用 ・ 活 用 能 力 に つ い て 教 え て く だ さ
い 。  
 1 .  フ ァ イ ル の 共 有 に よ る 共 同 編 集 作 業 な ど の さ ら に 高 度 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 2 .  差 し 込 み 印 刷 や 校 閲 の 設 定 な ど の や や 高 度 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 3 .  文 字 と 図 表 に よ る 文 書 作 成 ま で の 一 般 的 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 4 .  文 字 の 入 力 と 書 式 の 設 定 な ど の 簡 単 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 5 .  使 用 し た こ と が な い 、 ま た は 、 ほ と ん ど で き な い  
 
⑨ パ ソ コ ン の 表 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア （ エ ク セ ル 等 ） に 初 め て 触 れ た 時 期 に つ い て 教 え て く だ
さ い 。  
 1 .  高 校 の 授 業  
 2 .  中 学 校 の 授 業 （ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 な ど ）  
 3 .  中 学 校 以 前 の 授 業 （ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 な ど ）  
 4 .  使 用 し た こ と が な い  
 5 .  高 校 卒 業 後  
 6 .  学 校 以 外 の パ ソ コ ン 教 室 等  
 7 .  家 族 の 人 に 教 え て も ら っ た  
 8 .  そ の 他 （                          ）  
 
⑩ パ ソ コ ン の 表 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア （ エ ク セ ル 等 ） の 使 用 ・ 活 用 能 力 に つ い て 教 え て く だ さ
い 。  
 1 .  フ ァ イ ル の 共 有 に よ る 共 同 編 集 作 業 な ど の さ ら に 高 度 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 2 .  グ ラ フ や ピ ポ ッ ト テ ー ブ ル の 利 用 な ど の や や 高 度 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 3 .  関 数 や 集 計 ま で の 一 般 的 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 4 .  デ ー タ の 入 力 と 書 式 の 設 定 な ど の 簡 単 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 5 .  使 用 し た こ と が な い 、 ま た は 、 ほ と ん ど で き な い  
 
⑪ パ ソ コ ン の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア （ パ ワ ー ポ イ ン ト 等 ） に 初 め て 触 れ た 時 期
に つ い て 教 え て く だ さ い 。  
 1 .  高 校 の 授 業  
 2 .  中 学 校 の 授 業 （ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 な ど ）  
 3 .  中 学 校 以 前 の 授 業 （ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 な ど ）  
 4 .  使 用 し た こ と が な い  
 5 .  高 校 卒 業 後  
 6 .  学 校 以 外 の パ ソ コ ン 教 室 等  
 7 .  家 族 の 人 に 教 え て も ら っ た  
 8 .  そ の 他 （                          ）  
 
⑫ パ ソ コ ン の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア （ パ ワ ー ポ イ ン ト 等 ） の 使 用 ・ 活 用 能 力 に
つ い て 教 え て く だ さ い 。  
 1 .  ス ラ イ ド マ ス タ ー を 活 用 す る な ど 、 さ ら に 高 度 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 2 .  ア ニ メ ー シ ョ ン 設 定 な ど 、 や や 高 度 な 使 用 ・ 活 用 が で き る  
 3 .  ア ニ メ ー シ ョ ン 設 定 を 用 い た ス ラ イ ド 作 成 が で き る  
 4 .  文 字 や 図 表 の み を 使 っ た 簡 単 な ス ラ イ ド 作 成 が で き る  
 5 .  使 用 し た こ と が な い 、 ま た は 、 ほ と ん ど で き な い  
 
⑬ 日 々 の パ ソ コ ン と ス マ ー ト フ ォ ン の 使 用 頻 度 に つ い て ， 教 え て く だ さ い 。  
 1 .  パ ソ コ ン の 使 用 時 間 の ほ う が 長 い  
 2 .  ス マ ー ト フ ォ ン の 使 用 時 間 の ほ う が 長 い  
 3 .  パ ソ コ ン と ス マ ー ト フ ォ ン の 使 用 時 間 は だ い た い 同 じ  
 4 .  そ の 他 （                    ）  
 
○ 最 後 に ， あ な た 自 身 の こ と に つ い て ， 教 え て く だ さ い 。  
・ 性   別 ：     
・ 出 身 学 科 ： □ 普 通 科  
□ 農 業 科 （ 農 業 科 ， 園 芸 科 学 科 ， 畜 産 科 ， 生 物 工 学 科 な ど ）  
□ 工 業 科 （ 機 械 科 ， 電 気 科 ， 情 報 技 術 科 ， イ ン テ リ ア 科 な ど ）  
□ 商 業 科 （ 商 業 科 ， 会 計 科 ， 国 際 経 済 科 ， 経 営 情 報 科 な ど ）  
□ 水 産 科 （ 海 洋 科 学 科 な ど ）  
□ 家 庭 科 （ 生 活 文 化 科 な ど ）  
□ 福 祉 科 （ 福 祉 科 な ど ）  
□ 総 合 学 科  
□ そ の 他 （ 文 科 情 報 科 ， 理 数 科 ， フ ロ ン テ ィ ア 科 ， 文 理 科 ， 調 理 科 な ど ）  
 







における分析において、その 4 学科については分析対象から省くこととする。 
 次に、項目分類「高校在籍時の情報の学習」の情報に関する資格取得者の出身学科別の分析結
果について表 3 に示す。また、実際に取得している資格の一覧について表 4 に、各資格の内容か
らその難易度を除き、国家試験系、情報処理系、表計算系、ワープロ系、アプリケーション系、
簿記系、電卓・珠算系、秘書系、語学系、その他の資格系に分け、その各取得者数の延人数を表
5 に示す。高校在籍時に、情報に関する資格を取得した M 短大学科の学生 38 名のうち 65.8%で









表 1 質問項目の分類 































農業 工業 商業 水産 家庭 福祉 その他  
人数(人) 15(1) 0 3 14(2) 0 4 0 2 0 
割合(%) 39.5 0.0 7.9 36.8 0.0 10.5 0.0 5.3 0.0 











 工業 商業 家庭 その他 
3(20.0%) 3(100%) 14(100%) 4(100%) 1(50.0%) 
単位：人 
 
表 4 高校在籍時に取得した資格一覧 
分類 資格名 
情報系に関する資格 
国家試験 基本情報技術者試験、IT パスポート  
検定試験 
情報技術検定 1 級、情報技術検定 2 級、情報処理検定 1 級、情報
処理検定 2 級、情報処理検定準 2 級、パソコン利用技術検定 1 級、
ビジネス文書検定 1 級、ビジネス文書検定 2 級、ビジネス文書検
定 3 級、ワープロ検定 2 級、Adobe Illustrator 能力検定スタンダ
ード 
ビジネス系に関する資格  
日商簿記検定 3 級、全商簿記原価計算 1 級、全商簿記会計部門 1 級、全商簿記 1
級、全商簿記 2 級、全商経済検定 1 級、全商経済検定 2 級、計算技術検定 2 級、
珠算電卓検定電卓部門 1 級、秘書検定 2 級、秘書検定 3 級 
教養系、その他の資格 
漢字検定準 2 級、英検準 2 級、全商英検 2 級、全商英検 3 級、カラーコーディ
ネーター検定 3 級、家庭科技術検定食物 1 級、家庭科技術検定被服 2 級、普通
救命講習Ⅰ、保育検定 1 級、硬筆検定 2 級 
 
表 5 資格を取得している延人数 
分類 区分 試験名 人数 
情報系に関する資格 
国家試験 基本情報技術者試験、IT パスポート  3 
情報処理 情報技術検定、情報処理検定  23 
表計算 パソコン利用技術検定  1 
ワープロ ビジネス文書検定、ワープロ検定  18 
アプリ Adobe Illustrator 能力検定 1 
ビジネス系に関する資格  
簿記 日商簿記検定、全商簿記検定、全商経済検定  19 
電卓・珠算  計算技術検定、珠算電卓検定電卓部門  12 
秘書 秘書検定 3 
情報系に関する資格 










対象学生 38 人のうち 92.1%の学生がキーボードを両手で入力できると回答していることから、
この点については問題なく情報系基礎科目の授業に参加できているものと考えられえる。  











工業 商業 家庭 その他  
1. キーボードを見ないで両
手で入力できる  
0(0.0%) 0(0.0%) 5(35.7%) 2(50.0%) 0(0.0%) 7(18.4%) 
2. キーボードを見ながら両
手で入力できる  












0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 
6. 全く出来ない  0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 1(50.0%) 1(2.6%) 
 





















10(66.7%) 1(33.3%) 2(14.3%) 0(0.0%) 1(50.0%) 14(36.8%) 
5. 使用したことがない、ま
たは、ほとんどできない  
































0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 
3. 関数や集計までの一般的
な使用・活用ができる  




10(66.7%) 1(33.3%) 2(14.3%) 0(0.0%) 1(50.0%) 14(36.8%) 
5. 使用したことがない、ま
たは、ほとんどできない  
4(26.7%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 4(10.5%) 
 




















8(53.3%) 2(66.7%) 3(21.4%) 1(25.0%) 1(50.0) 15(39.5) 
5. 使用したことがない、ま
たは、ほとんどできない  





 前項の調査から表 10 のことが明らかになった。この結果から、高等学校卒業以降の学習に向









 したがって、円滑な高大接続を図るためには、上述の 2 つの視点をふまえ授業展開を行ってい
くことが重要である。 
 
表 10 分析結果のまとめ 
調査内容 結果 
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